
トロント-日本(成田)
～PCR検査結果提示

までの流れ～ ●トロント 6月20日(土)発

（バンクーバー経由）

●成田空港 6月21日(日)着

PCR検査陰性結果：6月22日(月)

※この資料は個人の体験・感想を基に記載しており、実際の流れは
時々の状況や判断により異なる場合があります。あくまでもご参考
としてご覧いただければ幸いです。無断転載はご遠慮くださいませ。
また、最新情報は政府機関のHPなどをご確認ください。

2020年6月23日（火）
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6月20日(土) 8:05 トロントピアソン空港発

6月20日(土) 9:50 バンクーバー空港着

6月20日(土) 12:40 バンクーバー空港発

6月21日(日) 13:46 成田空港着

※全て滞在先現地時間

6月21日(日) 14:00～ 検査待機・PCR検査・入国時諸手続き

6月21日(日) 15:15～ 隔離ホテルまでの移動待機

6月21日(日) 17:55 隔離ホテルに到着

6月22日(月) 13:00すぎ ホテル内線電話で「陰性」結果通達

6月23日(火) 13:00 隔離ホテル退所 →引き続き隔離を行うホテルへハイヤーで移動

トロント出発～陰性結果提示までのタイムライン ※自宅隔離ではない場合
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●トロント ピアソン空港

6月20日(土)発

①空港着~荷物検査

＜空港着＞

 トロントダウンタウンから空港へ向けて車で出発。West方面の高速道路が封
鎖されていたため下道を行くことになり、時間がかかった。

 ピアソン空港着：空港前には警察の車が止まって見張りをしている。空港入
口の自動ドア以降は、見送りの人は入れない。入口を入ると、警備員がおり
場合によって質問される。空港内は閑散としている。（7:20 Boarding time
だったが、7:00頃に空港到着で間に合うほどの込み具合。）

 オンラインで事前チェックインをしていれば、預け入れ荷物の手続きを行う
のみ。荷物のタグの出し方に手間取っていたが、スタッフもしっかり面倒を
見てくれる。

 バンクーバー行きはチェックインカウンターに並んでいたのは10人未満。あ
まり並ぶこともなくスムーズに対応。

＜荷物検査＞

 荷物検査場には20〜30人くらい並んでいたが、特に通常よりも長く待つとい
うことはない。列の初めのところで通常通りチケット確認→おでこスキャン
の熱測定が行われる。列は間隔を取って並んではいない。係員がいる手前の
箇所のみ、間隔をあけるように指示が出されていた。

 列が荷物検査の手前までくると、係員がどこのレーンに並ぶか指示をくれる。
1,3,5のように一つずつ空けてレーンを案内された。通常通り荷物検査完了。

 案内板でゲート番号を確認し、そのまま搭乗ゲートへ向かう。（写真①）
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●トロント ピアソン空港

6月20日(土)発

②搭乗～機内の様子

＜搭乗待ち～搭乗開始＞

 荷物検査後のお土産物ショップやカフェなどは、ほぼ閉まっていたが空いてい
るところもあった。

 通常時と同じく、座席ゾーン（1~7など）ごとに搭乗開始のアナウンスがされる
ので、搭乗ゲート前で待つ。遅れも特になく、定刻通りの出発。

＜機内＞

 機内はマスク必須。

 席は一つずつ空けて座る。通路を挟んでの隣同士はOK。（写真②）

 その形式での座り方ではほぼ満席。CAは通常の制服の人と、防護服（ビニール
のカッパのようなもの）を着た人がいる。

 離陸30分後くらいに、水・消毒液・マスク・ワイプシート・手袋セット（写真
③④）が配られる。（寝ていても起こされて渡される）そのセットを配る人は
防護服を着ている。

 離陸40分後くらいに電気が消されて暗くなり、その後は特にサービスはない。
（写真⑤）

 軽食0。何かお菓子などを持ち込むほうがよい。

 機内は話し声もなく静か。
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写真①：案内板は通常通り

写真②：バンクーバー行きの機内の様子

写真③：水・消毒液・マスク・
ワイプシート・手袋セット

写真④：写真③の中身を出したもの
（水は250ml×2）

写真⑤：消灯後、到着までサービスなし

5



●バンクーバー空港

6月20日(土)発

③バンクーバーでの乗継

＜バンクーバーでの乗り継ぎ＞

 空港到着後、前列から順に降りるのはいつもと変わらない。誰から先に
降りる、というような指示はない。みんないつもと同じように早く出よ
うとするので、Social distanceなど関係なく列に並ぶ。（写真⑥）

 降りた後次の搭乗ゲートまで行く道すがらに、係員に一人ずつ、どこへ
行くのか聞かれる。特にチケットを見せたりはしない。Tokyoと言うと
Goと言われる。後ろの人はKoreaだった。出国検査などはなし。（写真
⑦⑧）

＜搭乗待ち～搭乗開始＞

 そのまま案内板の指示に従って指定ゲートまで行く。（写真⑨）途中の
お店は大体閉まっているが、Starbucks, A&W、免税店などは開いている。
（免税店は、「2つ買うと1つフリーのキャンペーン中」と声をかけられ
た）（写真⑩⑪⑫）

 搭乗ゲート前で搭乗開始のアナウンスを待つ。日本人は少ないように見
受けられる。韓国語も聞こえる。（写真⑬）

 搭乗する人自体が少ないので、スムーズに搭乗できる。
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写真⑥：バンクーバー到着時の機内
写真⑦⑧：空港内の様子（この途中で係員による行先確認が行われる）

写真⑨：案内板（ここではソウ
ル・香港・東京行のみの表示）

写真⑩：お店は大体閉まっている 写真⑪：免税店は開いている 7



写真⑫：搭乗ゲートすぐ横の
A&Wやサブウェイは開いている

写真⑬：搭乗ゲート前は閑散とし
ている

写真⑮⑯：機内（横に誰もいない。座席画面付き）

写真⑭：機内

写真⑰⑱：
衛生キット（水250ml・消毒液・マスク・ワイプシート・手袋）8



●バンクーバー空港

6月20日(土)発

④機内の様子＜１＞

＜機内＞

 前後・横の列には誰もいない。乗客はCAさんに確認したところ全部で
30人程度とのこと。翌日の成田→バンクーバー行きには100名程搭乗予
定だそう。（写真⑭⑮⑯）

 搭乗後すぐ、衛生キットが配られた。（写真⑰⑱）

 離陸30分後、水と食料セット１が配られた。（写真⑲⑳）

 各種書類の配布。（乗員の取り扱い、隔離についての質問票、携帯品・
別送品申告書）書類記入のため、ボールペンを持ち込むと便利。（ボー
ルペンは言えば貸してくれる（青ペン））

 離陸40分後、人がいない席の窓をCAさんが全て閉めていくため、機内
は暗くなる。人が座っているところは、特に閉めるように指示があるこ
とはない。開けるか閉めるかは自由。

 座席は空席が目立つため、横になって寝ることができる。機内の乾燥が
ひどいため、のど飴の持ち込みがおすすめ。少し寒いのでブランケット
など持ち込むのも良い。

 水のボトルは必要に応じて随時もらえる。
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●バンクーバー空港

6月20日(土)発

⑤機内の様子＜２＞

＜機内＞

 日本時間朝9時（離陸約4時間後）→水と食料セット２配られる。（写真㉑）

 ※食事後、マスクを外したままつけ忘れていると、つけるように言われる。

 食事は、ラップやサンドイッチのボリュームがあるので、女性一人としては充
分な量かと思う。男性は物足りないかも。

 日本時間12:30頃（離陸約7時間半後）→水と食料セット３配布。（写真㉒㉓）

 長袖・長ズボンでも肌寒く感じることもあった。足元が寒い。

 ゴミは随時回収してくれる。

 日本時間13時頃（離陸約8時間後）、CAさんが全ての窓を開ける。「もうすぐ
成田へ向けて下降開始します」というアナウンスあり。

 13:46に成田空港へ到着。当初の14:30の予定より45分程早く到着。
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写真⑲⑳：食料セット１（チキンラップ、クッキー、チーズ、コー
ンクラッカー、クランベリーナッツチョコ）

写真㉑：食料セット２（たまごサ
ンド、コーヒークッキー）

写真㉒㉓：食料セット３（きゅうりレタスチーズツナサンド、クッ
キー、チーズ、ヨーグルト、リンゴ、クラッカー） 11



●成田空港

6月21日(日)着

⑥成田到着～検査待ち

＜成田空港到着＞

 飛行機が停まってもすぐに席を立たず、PCR検査の混雑次第で、待つように機
内アナウンスあり。移動の際には間隔を取るように言われる。

 飛行機停止から約5分後、下記①②の順に降りるように指示有り。

①国際線へ乗り継ぎの人（10〜15人くらい）

②全員OK（①から5分後くらい）

＜検査待ち＞

 上記②枠の日本人15～20人待ちくらい。（カナダから帰国したワーキングホリ
デーの人なのか、20歳前後の若い人が多い印象）上記①枠の人とは別行動。

 検査場へ移動するが、10人～20人単位で
<1> ゲートを出てすぐのところで5分程、
<2> 少し移動して、椅子が50個ほど並べられているところで15分程、
<3> 10人ずつPCR検査場の前で待機10分程
というように段階的に、移動と待機を繰り返す。（写真㉔）

 ※階段移動（下りあり）

 待機中にトイレに行くときは、係員に申し出が必要。
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●成田空港

6月21日(日)着

⑦PCR検査

＜PCR検査＞

 一人ずつ対応。問診～PCR検査完了までは10分以内くらい。

 １．問診
…機内で記入した「隔離についての質問票」を基に質問される。
特にパスポートを見せる必要なし。

Q. 過去14日間に滞在していたのはカナダだけか

Q. カナダにいつから滞在していたか

Q. 隔離期間中はどこに滞在するか など

質問と説明を受けた後、書面にサイン。（体調アンケート用の
Line登録、隔離についての説明を受けた証明にサイン）

 ２．おでこスキャンで熱を測る、検査キットをもらう

 ３．PCR検査
…医療従事者の方1名による鼻の奥の粘膜採取。鼻の奥につんとく
る、インフルエンザの検査と似たような感じ。10秒程度で終了す
る。

※注意点：隔離期間は、日本到着日を0日目として、翌日から14日間必要。
私の場合、6月21日（日）に到着のため、翌日22日（月）～7月6日（月）
0時までとなる。

※自宅や隔離できる場所が確保できていない場合、PCR検査の結果が陰性
が出るまで 2〜3日間、国の指定するホテルでの待機となる。 13



●成田空港

6月21日(日)着

⑧PCR検査後～待機場
所まで

＜PCR検査後＞

 このあとの予定を聞かれ、→①自宅(迎えあり)or ②国指定のホテル行き の2通りに分かれる

 椅子に座って他の人がPCR検査が終わるのを待つ（約10分間）

 係員が付き添いながら、6人くらいで移動→預入荷物の受取、入国手続き（機械認証・入国スタ
ンプをもらう）、別送品申告書へのスタンプ受領などを済ませる（飛行機到着からここまでで約
1時間～1時間半）

＜待機場所まで＞

 ①自宅の人は、到着ゲートを出たところで解散。自宅から家族が迎えに来ている場合は、その家
族を交えて、係員による、名前や迎えの車のナンバーの確認が行われる。

 ②国指定のホテル行きの人は、そのまま段ボールブースへ案内される。ホテルへのバスの出発
時間は決まっておらず、人数がある程度まとまってから移動するため、約1~2時間待機となる。
私が到着時は20人ほど待機していたが、最終的に60人くらいまで増えた。

 この待機時間の間に、別送品申請（日通のカウンター）、携帯電話（ソフトバンクカウンター）
など、ゲート外へ、係員がそれぞれの乗客に一人付き添って案内してくれた。

 係員の方の話では、今日は人が少ないほう。これから緩和が随時始まっていくので、忙しくなる
かもとのこと。 3〜5月はかなり人が多かったそう。

 段ボールブースでは、お茶、軽食、バナナなど置いてあり自由に取って良い。トイレは自由に行
ける。（写真㉕㉖）

 私は15:15〜待機開始し、16:30にホテルへのバス移動が始まった。30人ずつ、バス2台に分かれて
移動。所要時間1時間ほど。（途中、渋滞あり）5:55にホテルへ到着した。

 バス内部は座席や窓にもビニールが被せられており、窓の外は見えない。運転席前方の窓からだ
けかろうじて見える。（写真㉗）

 国指定のホテルの行先はその日によるそう。私は新浦安の「東京ベイ東急ホテル浦安」での待機
となった。
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写真㉔：成田空港内を移動中 写真㉕：段ボールブース（手前にお茶やバナナ
が置いてあり自由に取ってよい）

写真㉖：私の区画の段ボールブース 写真㉗：待機場所まで移動するバス
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●6月21日（日）
～6月23日（火）

⑨待機場所での隔離
～陰性結果受領

＜待機場所での隔離＞

 概要：国が借り上げている待機施設。PCR検査の結果が出るまで、原則2泊3
日の滞在。部屋から出ることは原則不可。健康把握のため、喫煙禁止・飲酒
禁止。お弁当が３食、朝8時・昼12時・夜18時にドアノブにかけられ、館内放
送で知らされる。食後はドア前に弁当容器を置いておく。

 個別でチェックアウトなし。

 到着日ごとに階が分かれている。

 ホテルスタッフではなく、質問事項・困りごと・健康状態の報告は運営事務
局へ内線電話をする。ホテルフロントへは電話×。

 待機の手引き、退所手引きなどの書面が室内に用意されている。退所にかか
るアンケートには、退所後の移動手段も詳しく記載する。私の場合は、ホテ
ルとハイヤー手配済みだったためその情報を記載。

 入所が6/21(日)18時。翌6/22(月)13時すぎに事務局より内線電話で「陰性」の結
果連絡を受ける。検査時にメールアドレスを提出しており、6/23(火)12時頃に
メールでも陰性結果を受け取った。

 退所の方法いずれかを申告。
（１）6/23(火)朝10時前後に、羽田空港・成田空港・周辺ホテル行きそれぞれ
のバスに乗る
（２） 6/23(火) 13~15時の間にハイヤー手配・もしくは自宅からの迎えを待つ
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